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「亥年」の農業を振り返る

論
点

今
週
の

書
き
下
ろ
し
コ
ラ
ム 

山
陰
経
済
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
の
読
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
2
0
1
9
年

は
ど
の
よ
う
な
1
年
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

私
が
専
門
と
す
る
農
業
分
野
に
と
っ
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
た
年
だ
っ
た
。

今
年
も
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
が
各
地

で
発
生
し
た
。
農
林
水
産
省
の
資
料
に
よ

る
と
、
気
候
変
動
の
影
響
の
た
め
な
の
か
、

こ
の
10
年
間
で
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
の

被
害
額
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。今

年
は
干え

支と

で
は
「
亥い

年
（
イ
ノ
シ
シ
）」

だ
っ
た
が
、
農
業
分
野
で
も
、
そ
の
イ
ノ

シ
シ
が
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。

そ
れ
は
、
今
年
上
期
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上

げ
た
豚
コ
レ
ラ
だ
。
18
年
9
月
に
岐
阜
県

で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
発
生
地
域

が
近
隣
県
に
徐
々
に
拡
大
し
、
い
よ
い
よ

関
東
地
方
で
も
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
前

回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
策

が
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
言
及
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
感
染
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

豚
コ
レ
ラ
に
は
い
く
つ
か
の
感
染
ル
ー

ト
が
存
在
す
る
が
、
今
回
感
染
ル
ー
ト
と

し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
野
生
の

イ
ノ
シ
シ
を
介
し
た
感
染
。
も
と
も
と
豚

は
イ
ノ
シ
シ
を
家
畜
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

非
常
に
近
い
関
係
の
た
め
、
同
じ
病
気
に

感
染
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
豚
コ
レ

ラ
が
発
生
し
た
養
豚
場
か
ら
周
辺
の
野
生

の
イ
ノ
シ
シ
に
感
染
し
、
そ
の
イ
ノ
シ
シ

の
移
動
に
伴
っ
て
、
別
の
養
豚
場
に
豚
コ

レ
ラ
の
ウ
イ
ル
ス
が
運
ば
れ
て
し
ま
う
の

だ
。以

前
は
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
範
囲
は
さ
ほ

ど
広
く
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
先
日
は

東
京
都
の
荒
川
の
河
川
敷
に
イ
ノ
シ
シ
が
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出
現
し
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
々
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
今
回
、
山
か
ら
か
な
り
離

れ
た
東
京
に
も
出
現
し
た
よ
う
に
、
イ
ノ

シ
シ
は
時
に
か
な
り
の
距
離
を
移
動
す
る

こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。
農
水
省
と
各
県
は
、

豚
コ
レ
ラ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
た
が
、
残
念
な
が

ら
封
じ
込
め
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

最
終
的
に
は
、
豚
コ
レ
ラ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
よ
り
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
は
一
定
の
効
果
が
期
待

さ
れ
る
が
、
他
方
で
豚
コ
レ
ラ
の
非
清
浄

国
と
な
っ
た
こ
と
で
輸
出
で
き
な
い
国
・

地
域
が
増
加
し
た
。

政
府
の
豚
コ
レ
ラ
対
策
は
、
感
染
拡
大

の
防
止
か
ら
被
害
軽
減
と
再
生
へ
と
移
行

し
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
風
評
被
害
に
つ
い

て
は
異
例
と
も
言
え
る
早
さ
で
対
応
が
進

ん
で
い
る
。

そ
の
最
初
の
一
手
が
名
称
の
変
更
だ
。

皆
さ
ん
は
「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
」
と
い
う
病
気
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
実
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ
と
は
豚
コ

レ
ラ
の
新
し
い
名
称
な
の
だ
。
豚
コ
レ
ラ

は
人
間
に
は
感
染
し
な
い
豚
・
イ
ノ
シ
シ

特
有
の
病
気
だ
が
、
豚
コ
レ
ラ
と
い
う
名

称
か
ら
、
人
間
の
コ
レ
ラ
と
混
同
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
両
者
は
ま
っ
た
く
別

の
病
気
で
関
係
性
が
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
誤
解
に
よ
っ
て
豚
肉
の
買
い
控
え
が
発

生
し
て
し
ま
う
た
め
、
農
水
省
で
は
豚
コ

レ
ラ
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
ク
ラ
シ
カ
ル
・
ス
ワ

イ
ン
・
フ
ィ
ー
バ
ー
）
と
い
う
名
称
へ
と

呼
び
名
を
変
更
し
た
。

参
考
ま
で
に
、
豚
コ
レ
ラ
と
は
ま
っ
た

く
別
の
豚
の
病
気
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
豚
コ

レ
ラ
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｓ
Ｆ
（
ア
フ
リ
カ
ン
・

ス
ワ
イ
ン
・
フ
ィ
ー
バ
ー
）
に
変
更
さ
れ

た
。
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ
と
異
な
り
ワ
ク
チ

ン
が
い
ま
だ
存
在
し
な
い
た
め
、
よ
り
脅

威
が
高
く
な
る
。
日
本
で
は
ま
だ
発
生
し

て
い
な
い
が
、
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、

香
港
な
ど
で
発
生
し
て
お
り
、
日
本
へ
の

上
陸
リ
ス
ク
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
る
。

2
0
2
0
年
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
全
国
が
大
い

に
盛
り
上
が
る
1
年
に
な
る
と
期
待
し
て

い
る
。
山
陰
地
方
の
、
そ
し
て
全
国
各
地

の
農
業
者
に
と
っ
て
も
、
自
然
災
害
な
ど

の
被
害
が
少
な
い
、
穏
や
か
な
1
年
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

読
者
の
皆
さ
ま
に
は
1
年
間
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
。
来
年
も

愛
読
を
お
願
い
し
た
い
。

入会などの問い合わせは山陰
中央新報政経懇話会事務局（☎
0852・32・3477）、または
HPをご覧ください。

講
師
略
歴　

1
9
6
0
年
生
ま
れ
、
神
奈
川
県
出
身
。
84
年
に
横
浜
国
大
を
卒
業
後
、

毎
日
新
聞
入
社
。
東
京
本
社
政
治
部
で
自
民
党
竹
下
派
、
外
務
省
な
ど
担
当
。
95
年

に
東
京
放
送
（
現
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
）
入
社
。
報
道
特
集
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
編

集
長
、
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
、
政
治
部
長
な
ど
歴
任
。
2
0
1
6
年
か
ら
現
職
。
政
府

委
員
や
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
務
め
る
。

流
通
経
済
大
教
授
　
龍
崎
　　
孝
氏

「
２
０
２
０
年　

政
治
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

■

島
根
政
経
懇
話
会
　
第
3
1
0
回
定
例
会

日
時  

１
月
15
日
（
水
）　
正
午
〜
午
後
２
時

会
場  

ホ
テ
ル
一
畑（
松
江
市
千
鳥
町
）

■

米
子
境
港
政
経
ク
ラ
ブ
　
第
2
6
9
回
定
例
会

日
時  
１
月
16
日
（
木
）　

正
午
〜
午
後
２
時

会
場  
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル（
米
子
市
久
米
町
）
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